
§３ 迫地区貯水池斜面の対策の検討  

事   項 要   点 備   考 

3-4-3【３次選定】抑止工の選定  

・一次選定において選定された排土工、アンカー工、深礎杭工について必要抑止力に対応する対策工の比較検討を行った。 

・アンカー工とした場合、既設橋梁部との取り合いから必要抑止力は 3,900kN/m までが限界となる。 

・排土工においては、排土面上部に岩塊があり、排土工実施による上部すべりへの影響、落石等が懸念される（主要幹線道路への影響が懸念される）ため 

不適とした。 

・深礎杭工の場合、高原橋橋台部の施工性が悪いこと、および既設アンカーを切断するため別途対策が必要となる。 

・比較検討の結果、迫地区の抑止工としては、「アンカー工」が適切と判断される。 

イ）抑止工の比較検討 

表 3-4-7 抑止工の比較 

 

 「アンカー工」案 「排土工」案 「深礎杭工」案 
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横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様 

必要抑止力：2,700kN/m 

橋台部  ：2.0×6.65×11 段 L=41m 

一般部  ：3.0×3.0 ×5 段  L=41m 

 

・高原橋 A1深礎基礎との位置関係から、水平設置
間隔は 6.65m（深礎杭間隔）となる。 
・このため、迫地区においてアンカー工で対応可

能な必要抑止力は、Pu＝3,100～3,900kN/m（12
～15段）が目安となる。（抑制工と抑止工の安全
率は、上記に配慮する必要がある） 

必要抑止力：2,700kN/m 

排土標高 ：EL.365m より上方 

排土数量 ：13,000m3 

 

・比較検討の対象とするが、排土面上部に岩塊が

あり、排土工実施による上部すべりへの影響、

落石等が懸念される。（主要幹線道路への影響が

懸念される） 

必要抑止力：2,700kN/m 

設置標高 ：EL.316m 

深礎杭諸元：径 6.5m 長さ 56.5m 

必要本数 ：7本@13m 
・深礎杭工の場合、高原橋橋台部の施工性が悪く、

既設アンカーを切断するため、別途対策が必要

となる。 

 

適用 

アンカー工とした場合、既往橋梁部との取り合

いから必要抑止力 3,900kN/m が限界となる。 

（次頁参照）              ○

排土面上部に岩塊があり、排土工実施による上

部すべりへの影響、落石等が懸念される（主要

幹線道路への影響が懸念される）     × 

深礎杭工の場合、高原橋橋台部の施工性ならび

に既設アンカーへの対策が課題となる。 

△

 

 

 

「セメント改良土」案時の

安全率と必要抑止力 

抑制工で確保

する安全率 

抑止工で対応

する必要抑止

力 

1.00 8,800kN/m

1.05 5,600kN/m

1.10 2,700kN/m

1.15 0kN/m 

 

注）「セメント改良土盛土」（A2タイプ）で抑制工により安全率を 1.10まで確保した場合 
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ロ）アンカー工で対策を行う場合の設計上の要点 

 

・高原トンネルの橋台部には深礎杭および法枠工が施工されている。 

・深礎杭の設置間隔は 6.65m であり、アンカーで対策を行う場合には配置に制約を受ける。【水平方向の制約】 

・アンカー工は高原トンネルと押え盛土の天端にも制約を受け、アンカー段数は 12～15 段が限界となる。【鉛直方向の制約】 

・迫地区においてアンカー工で対応可能な必要抑止力は、Pu＝3,100～3,900kN/m（12～15 段）が目安となる。 

（抑制工と抑止工の安全率は、上記に配慮した配分とする必要がある） 

 

①高原トンネルの橋台部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アンカー工配置に際しての A1 橋台既設深礎杭による制約 

【水平方向の制約】                       【鉛直方向の制約】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③アンカー工で対応可能な必要抑止力 

・深礎杭間隔 6.65m より、アンカー水平方向設置間隔は 6.65m と仮定する。 

・アンカー鉛直方向設置段数は、設置間隔を 2.0m と仮定すると、押え盛土天端高さ EL.300m の場合、設置段数は 15段となる。 

・アンカー体は最大仕様を見込み、〔より線 12 本：Pa=1879.2kN/本〕とすると､アンカー工で対応可能な必要抑止力は(盛土天端 El=300）の場合 Pu=3,900kN/m となる。

（アンカー打設角度α＝30°、すべり面平均角度θ＝35°と仮定） 

 

 

 

 

 

既設アンカー工 

押え盛土 

φ3000 深礎杭×6本 

橋台部の基礎に深礎杭

橋台部の下部法枠工 

深礎杭の間隔は 6.65m 

押え盛土標高を EL.300mと仮定すると、 

アンカー段数は 15段程度となる。

6.65m 既設アンカー工 

A1 橋台既設深礎杭 
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